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いつの間にやら紅葉の便りが聞こえるようにな

りました。カレンダーの残りも少なくなって、書

店では来年の手帳類が店頭に並び、デパートでは

早くもお歳暮やクリスマスの商戦が始まっている

ようです。ばたばたと日が過ぎていって、気がつ

いたら年末という感じになりそうです。 

11 月になると、行政刷新会議による事業仕分け

が始まります。すでに前哨戦が始まっていますが、

どのようなことになるのでしょうか。ただただ見

守るしかないのですが。 

 

10 月 4 日に静岡の日本平ホテルにおいて感覚環

境のまちづくりフォーラムが開催され、日曜日に

もかかわらず、約 200 人もの多くの方々が出席さ

れました。開催アトラクションとして、水墨画家

の中野素芳氏による巨大な水墨画の制作実演があ

りました。舞台の上で大きな雑巾のようなものに

たっぷりと墨をつけて「えいっ」という掛け声の

もとに、2 枚の巨大な紙の上を走り回って水墨画を

描くのですが、平面では何を描いているかよくわ

かりませんでしたが、2 枚の紙を吊り下げると見事

な富士山の絵が現れ、驚きました。フォーラムで

は、滋賀県立大学准教授の近藤隆二郎氏から「五

感と身体から感じるまちづくり」、作家で五感生活

研究所代表の山下柚実氏から、昨年度の感覚環境

まちづくり事例集をベースに「五感に楽しいまち

づくりを訪ねて」について講演をいただきました。

詳細は、関連記事をご覧下さい。 

 10 月 28 日に平成 21 年度環境研究・技術開発推

進事業追跡評価業務の総合評価方式の入札があり、

無事落札できました。これで、今年度の事業計画

で予定していた事業がすべて確保できたことにな

ります。追跡評価業務は、昨年度と業務内容は大

きくは変わりませんが、昨年度は 8 月からでした

ので、3 ヶ月遅れになります。今後かなり集中的に

業務を進める必要があります。 

 さらに、10 月 28 日に「平成 21 年度循環型社会

形成推進科学研究費補助金に係る委員会運営及び

廃棄物処理技術等情報提供システム改善業務」の

入札公告がありました。昨年度に落札した委員会

運営業務に加えて、廃棄物処理施設の温室効果ガ

ス排出に関する情報提供システムの情報更新の業

務があり、その実績も求められているので、どう

対応するか早急に検討することが必要となってい

ます。これも確保できますと、昨年同様、環境省

のすべての競争的資金の支援業務を受け持つこと

になります。 

 

 公益法人改革については、一般社団法人（公益

型）を目指して準備を始めており、11 月 13 日に

開催予定の企画総務部会で定款の変更案などを議

論していただく予定にしています。内閣府の審査

が結構厳しいとの話もあり、しっかりと対応をし

ていきたいと思います。 

 今後とも、皆様のご指導・ご支援をよろしくお

願い致します。 
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秋晴れの 10 月 4 日（日）、静岡市の日本平ホテ

ルにて、「感覚環境のまちづくりフォーラム in 静

岡市」が、環境省、静岡市の主催のもと開催され

ました。このフォーラムでは、平成 21 年度感覚環

境設計事業の一環として、まちづくりにより良い

感覚環境（かおり、音、光、熱といった人間が感

覚を通じて感じる環境）を取り入れる考え方や取

り組み事例などを紹介し、協会は事務局として準

備、運営等を行いました。当日は休日にも関わら

ず、約 200 名の方が参加し、「感覚環境のまちづく

り」という新しい概念の取り組みについて、耳を

傾けていました。 

       

中野氏のパフォーマンス 

フォーラムでは、開催アトラクションとして、

静岡市在住の水墨画家、中野素芳氏による席上揮

毫（せきじょうきごう）が、和太鼓の迫力ある音

のなか行われました。縦約 7 ㍍、横約 6 ㍍の和紙

に描かれた富士山と波は、「静岡市＋感覚環境」を

イメージさせた気迫ある作品となりました。 

 

講演の様子（近藤氏） 

基調講演として、滋賀県立大学環境科学部准教

授 近藤隆二郎氏より「五感と身体から感じるま

ちづくり」についての講演が行われました。近藤

氏は、大学での研究の傍ら、「五感＋環境＋暮らし」

をコンセプトとした NPO 法人五環生活を立ち上

げ、様々な活動も実践されています。講演では、

研究や実践で得られたことを通して、五感を活用

した環境づくりの面白さ、市民参加によるまちづ

くりのノウハウなど具体例を挙げながらお話し頂

きました。 

中野 素芳氏の作品 
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      講演の様子（山下氏） 

 

また事例報告として、環境省まちづくり検討会

委員として「感覚環境のまちづくり事例集～こん

な“まち”がいい感じ～」の作成に携わられた山 

下柚実氏より、「五環に楽しいまちづくりを訪ね

て」の講演が行われました。山下氏は、五感をテ

ーマの一つとして執筆・講演活動をされており、

全国における感覚環境のまちづくりの先進的な事

例を紹介していただきました。 

さらに静岡市からは、静岡市の良い感覚環境を

体験できる場所「いい感じサイト」が映像を交え

ながら紹介され、改めて静岡市にも五感で感じる

場所がたくさんあることを再発見できるきっかけ

となりました。 

なお開催結果の詳細については、環境省ホーム

ページでもご覧頂ける予定です。 

（http://www.env.go.jp/air/sensory/index.html） 

 

 

～プログラム～ 

 

9:30～9:45 開催アトラクション 水墨画家   中野 素芳 

     水墨画団体「素芳会」主宰 

 

9:45～9:50 開会挨拶  環境省 水・大気環境局長 鷺坂 長美 

  開催市代表挨拶  静岡市長      小嶋 善吉 

 

9:50～10:10 イメージフレグランスコンテスト 2009 表彰式 

        講評：国際香りと文化の会会長  中村 祥二 

  「環境カオリスタ検定」の実施について    

（社）日本アロマ環境協会理事  宇田川 僚一 

 

10:10～10:55 基調講演「五感と身体から感じるまちづくり」 

     滋賀県立大学環境科学部准教授  近藤 隆二郎 

     NPO 法人 五環生活代表理事 

 

10:55～11:05 休憩 

 

11:05～11:25 静岡市の“いい感じ”サイト紹介 

             静岡市 

 

11:25～12:10 事例報告「五感に楽しいまちづくりを訪ねて」 

     作家・五感生活研究所代表  山下 柚実 

 

＜展示コーナー＞ 

  イメージフレグランスコンテスト 2009 の受賞作品など 20 作品 

 

  

http://www.env.go.jp/air/sensory/index.html
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今回は、第2研究分科会の担当する研究分野および

研究課題について紹介します。この分科会の担当する

研究分野は「越境汚染（大気、陸域、海域、国際河川等

を通じた越境汚染）」で、人間活動により生じた汚染物

質が、大気、海洋、河川などを通じて、国境や領海を越

えて移動するその実態と輸送機構、移動に伴う変質、さ

らにそれらの過程が生態系に及ぼす影響などを研究対

象とするものです。

 

表１ 第２研究分科会で実施中の課題 

研究の種別* 課題番号 研究題目
研究代表者
（所属機関）

研究期間 備考

戦略 S-7
東アジアにおける広域大気汚染の解明と温暖
化対策との共便益を考慮した大気環境管理の
推進に関する総合的研究

秋元 肇
（（財）日本環境衛生センター・

酸性雨研究センター）

H21～H25 紹介済

問題対応 D-071
市民と研究者が協働する東シナ海沿岸におけ
る海岸漂着ゴミ予報実験

磯辺 篤彦
（愛媛大学）

H19～H21

問題対応 D-072
大型船舶のバラスト水・船体付着により越境
移動する海洋生物の動態把握と定着の早期
検出手法の開発

川井 浩史
（神戸大学）

H19～H21

問題対応 C-082
東アジアにおける生態系の酸性化・窒素流出
の集水域モデルによる予測に関する研究

新藤 純子
(農業環境技術研究所）

H20～H22

問題対応 C-083
東アジア地域におけるPOPs（難分解性化学
物質）の越境汚染とその削減対策に関する研
究

森田 昌敏
（愛媛大学）

H20～H22

問題対応 C-091
風送ダストの飛来量把握に基づく予測モデル
の精緻化と健康・植物影響評価に関する研究

西川 雅高
(（独）国立環境研究所）

H21～H23 新規

問題対応 C-092
黄砂現象の環境・健康リスクに関する環境科
学的研究

那須 正夫
(大阪大学)

H21～H23 新規

問題対応 C-093
東アジアと北太平洋における有機エアロゾル
の起源、長距離大気輸送と変質に関する研究

河村 公隆
(北海道大学)

H21～H23 新規

問題対応 C-094
アジアにおける多環芳香族炭化水素類（PAH
ｓ）の発生源特定とその広域輸送

高田 秀重
（東京農工大学）

H21～H23 新規

問題対応 D-091
日本海域における有機汚染物質の潜在的脅
威の把握

早川 和一
（金沢大学）

H21～H23 新規

問題対応 D-092
東シナ海環境保全に向けた長江デルタ・陸域
環境管理手法の開発に関する研究

木幡 邦男
（（独）国立環境研究所）

H21～H23 新規
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研究の種別* 課題番号 研究題目
研究代表者
（所属機関）

研究期間 備考

革新 RF-084
アンチモン同位体比に基づくバングラデシュの
地下水ヒ素汚染の起源解明

高橋 嘉夫
（広島大学）

H20～H21

革新 RF-094
POPs候補物質「難分解性PPCPs」の環境特
性と全球規模での汚染解析

中田 晴彦
（熊本大学）

H21～H22 新規

革新 RF-095
黄砂粒子上で二次生成する多環芳香族炭化
水素誘導体による越境大気汚染と健康影響

亀田 貴之
（金沢大学）

H21～H22 新規

革新 RF-096
マルチサイズ解析による東アジアにおける大
気中超微粒子（UFP）の動態に関する研究

宇都宮 聡
（九州大学）

H21～H22 新規

 

*・戦略（戦略的研究開発領域）：わが国が国際的に先駆けて重点化して進める大規模な研究プロジェクト。環境

省が大枠を示して応募された課題によりプロジェクトを構成するもので、研究期間は第Ｉ期 3 年、（審査通過

後）第II期 2年。予算は年間 1～数億円。 

・問題対応（地球環境問題対応型研究領域）：地球環境問題の解決に資する研究課題。研究期間は3年であり、各

年度数千万円規模の予算。 

・革新（地球環境研究革新型研究領域）：若手研究者を対象とした募集枠であり、研究期間は 1～2 年、予算の上

限は年間 1千万円。 

 

今回は、上記のうち平成21年度から開始された問題

対応型研究の一部（C-091、092、093、094）について

概要を紹介します。ここでの記述は、環境省の地球環

境研究総合推進費ホームページ中の「平成 21年度新

規採択研究課題の概要」

（http://www.env.go.jp/earth/suishinhi/）をもとに作成

しています。なお、残りの問題対応型研究および革新

型研究については、紙面の都合で別の機会に紹介しま

す。

 

◎ C-091：風送ダストの飛来量把握に基づく予測モデルの精緻化と健康・植物影響評価に関する研究 

研究代表者：西川 雅高 （(独)国立環境研究所） 

 

東アジア砂漠・乾燥地帯起源の風送ダストいわゆ

る黄砂による環境・健康・社会等への影響は、日本

のみならず、韓国や中国でも懸念されています。黄

砂問題は、日中韓 3 カ国環境大臣会合（TEMM）に

おいても緊急に対処すべき案件として取り上げられ、

黄砂モニタリングや早期警報システムの構築や発生

源対策のための共同研究の開始が合意されました。

本研究はこのような社会的・行政的要求に応えるこ

とを目標としています。 

 本研究では、事前研究プロジェクトで確立した黄

砂モニタリングネットワークのデータをさらに高精

度にすることを試みます。そこで得られたデータを

用い、黄砂の発生・輸送・沈着量の定量や黄砂予測

モデルの精緻化、化学的特性の取得、健康影響検証

のための動物実験用試料の開発・提供を行い、また、

黄砂による健康や植生物への影響を評価するための

動物実験や疫学調査、黄砂に付着する菌種の同定や

DNA 情報の取得を行います。 

本研究参画研究者には TEMM で合意された黄砂

共同研究の参画者が含まれているため、本研究の成

果をもって、国際共同研究に貢献することが可能で

す。また、本研究によって得られたモニタリングデ

ータや黄砂予報モデル技術、黄砂の化学的特性や健

康並びに植物への影響に関する情報は、黄砂問題に

悩む中国や韓国、モンゴルにとっても有益なものと

なります。 
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図 1 研究のフロー図（C-091）

 

◎ C-092：黄砂現象の環境・健康リスクに関する環境科学的研究 

研究代表者：那須 正夫 (大阪大学) 

 

黄砂の日本への飛来量は年間100万トン以上と

見積もられており、環境や生態系、そして健康に

影響を与えるものと推察されていますが、科学的

根拠にもとづいた関連性の証明は未だ十分とは

いえません。しかし、黄砂の影響などに関して未

知の部分が多いにも関わらず、各種のメディアや

インターネット上などでは、植物やヒトに対する

病原菌などが飛来する、あるいはアレルゲンとな

る等のニュースが流れており、科学的裏づけにも

とづくリスク・コミュニケーションが大きな課題

になっています。 

 一方、欧米においては、サハラ砂漠を由来とす

る風送ダストの地球規模での移動に対する社会

的・学問的関心が強く、黄砂に関する研究は世界

的にも注目されています。 

 本研究では、これまで独自に開発・応用してき

た分子微生物生態学的手法や環境毒性学的手法

を活用し、黄砂による細菌の移動、また黄砂の免

疫撹乱作用に関する基盤的データを蓄積します。

また、地上の影響を受けない黄砂を採取するため、

小型飛行機を積極的に活用し、サンプリングには

独自に作成した装置を用いて研究を進めます。
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(2) 環境毒性学的解析

免疫撹乱作用

免疫賦活（炎症性・アレルギー性）

免疫抑制（免疫不全）

付着成分との相互作用

吸収・分布

体内への移行経路（鼻腔、口腔、経肺）

毒性解析

疾患悪化への影響

基盤的・普遍的知識ベースの構築

・国際的に公表することにより、研究者間での積極的な情報交換、連携を強化し、さらなる

国際協力体制を築く。

・成果を広く一般社会に紹介することにより、科学的根拠のない情報にもとづく社会的不安を

取り除く。

黄砂

黄砂は，

微生物のキャリアーとなる？

免疫撹乱作用をもつ？

分子微生物生態学的手法を活用

微生物を高精度に捉える

環境毒性学的手法を活用

黄砂粒子の生体への影響を正確に解析する

航空機を用いた日本上空における黄砂採取

地上の影響を回避する

(1) 環境微生物学的解析

長距離移動の実証
黄砂付着微生物のバイオ・イメージング

移動の実態解明

現存量・属種の解明（群集構造解析）

遺伝子移動

環境内動態解析

環境・生態系との相互作用

（環境適応性，遺伝子伝播）

(3) 環境および健康への影響評価

(2) 環境毒性学的解析

免疫撹乱作用

免疫賦活（炎症性・アレルギー性）

免疫抑制（免疫不全）

付着成分との相互作用

吸収・分布

体内への移行経路（鼻腔、口腔、経肺）

毒性解析

疾患悪化への影響

基盤的・普遍的知識ベースの構築

・国際的に公表することにより、研究者間での積極的な情報交換、連携を強化し、さらなる

国際協力体制を築く。

・成果を広く一般社会に紹介することにより、科学的根拠のない情報にもとづく社会的不安を

取り除く。

黄砂

黄砂は，

微生物のキャリアーとなる？

免疫撹乱作用をもつ？

分子微生物生態学的手法を活用

微生物を高精度に捉える

環境毒性学的手法を活用

黄砂粒子の生体への影響を正確に解析する

航空機を用いた日本上空における黄砂採取

地上の影響を回避する

(1) 環境微生物学的解析

長距離移動の実証
黄砂付着微生物のバイオ・イメージング

移動の実態解明

現存量・属種の解明（群集構造解析）

遺伝子移動

環境内動態解析

環境・生態系との相互作用

（環境適応性，遺伝子伝播）

(3) 環境および健康への影響評価

 

 

図 2 研究のフロー図(C-092)

 

◎ C-093:東アジアと北太平洋における有機エアロゾルの起源、長距離大気輸送と変質に関する研究 

研究代表者：河村 公隆 (北海道大学) 

 

近年、中国などの産業活動の急速な増大により、

東アジアおよびその下流域である西部北太平洋の大

気環境は大きく変わってきています。本研究では、

中国の発生源（南京、北京、シーアン、ボアジ）に

おける有機エアロゾルの分子レベルでの組成・濃度

と、下流域（済州島、沖縄、札幌、父島）における

結果を比較することにより、越境大気汚染の日本へ

の影響の大きさを評価します。特に、有機物の越境

汚染と汚染域から排出される揮発性有機物（ベンゼ

ン・トルエンなどの炭化水素類）の酸化による水溶

性有機エアロゾルの二次的生成の実態を明らかにし、

中国から我が国への有機物汚染の影響を評価します。

また、放射性炭素(14C)の測定により、有機エアロ

ゾルへの化石燃料燃焼と植生からの寄与率について

も評価します。 

さらに、東アジアから西部北太平洋への有機物の

大気輸送マップを作成し、東アジアを発生源とする

有機エアロゾルの西部北太平洋域における長期変動

の傾向を解析するとともに、同時にエアロゾルの雲

凝結核特性を明らかにし、東アジアと西部北太平洋

における大気環境変化へのインパクトを予測します。

中国を含めた国際的な大気汚染規制の基準作りに本

研究の結果を反映させることを含めて、大気エアロ

ゾルに関わる今後の国際的大気環境政策立案に貢献

することを本研究は目標としています。 
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 図３ 研究のフロー図（C-093）

 

◎ C-094:アジアにおける多環芳香族炭化水素類（PAHｓ）の発生源特定とその広域輸送 

研究代表者：高田 秀重 （東京農工大学） 

 

 PAHs は未規制の有害化学物質であり、その背景

には、大気・水圏の汚染実態解明の不足と起源の多

様性があります。PAHs は化石燃料やバイオマスな

ど有機物の燃焼に伴い生成するほか、原油および石

油製品中にも含まれます。大気・水圏へは燃焼起源・

石油起源の多種の発生源からPAHsが供給されてい

ます。このように発生源が多様であることが PAHs

の環境負荷低減策の提案を困難にしているのです。

さらに、化石燃料やゴミ焼却、森林火災等によって

大気へ放出された PAHs は長距離・越境輸送される

と予想されていますが、ローカルな汚染に対して越

境輸送されたPAHsの寄与がどの程度あるか明らか

でないことも環境負荷低減策の提案を困難にする一

因となっています。本研究では、アジアの主要都市

と非都市域で汚染調査を行い、①アジア地域の

PAHs 汚染実態を明らかにすること、②それらの地

域の大気・水圏中の PAHs の起源を最新の化学的手

法を総動員することによって定量的に明らかにする

こと、③越境輸送起源の PAHs とローカルな発生源

からの PAHs を区別すること、を主要な目的として

います。 

 本研究の実施を通して、①アジア主要都市と非都

市域のPAHs汚染実態とそのリスクを解明すること

により、汚染対策や詳細な汚染源調査の優先的取り

組み地域の明示、②PAHs の起源を定量的に識別す

ることにより、地域ごとに PAHs の汚染リスクを低

減させるための効果的な発生源対策や汚染の削減目

標の提案、③ローカル汚染に対する長距離輸送の影

響評価ができることにより、汚染削減への国際協調

の促進が可能、などの地球環境政策への貢献が期待

されます。 
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図 4 研究のフロー図（C-094） 

 

  

 

「地球温暖化－日本における影響の総合評価」 

10 月上旬、和文誌『地球環境』Vol.14 No.2「地

球温暖化－日本における影響の総合評価」を刊行致

しました。通常の 2 冊分ある本の厚さに驚かれた方

もいらっしゃるのではないでしょうか？ 

今特集号は、プログラムオフィサー松本幸雄先生

のコーディネートのもと、地球環境研究総合推進費

S-4 の第Ⅰ期研究期間における成果を周知する一端

となることを目的とし、企画されました。S-4 の課

題代表者でいらっしゃる三村信男先生（茨城大学教

授・学長補佐）、そして肱岡靖明氏（国立環境研究所

主任研究員）におかれましては Invited Editor とし

て 1 年以上にもわたりご協力頂きました。この場を

借りて厚く御礼申し上げます。 

特集号の内容は、推進費で扱われたテーマだけに

留まらず、6 つの分野（水資源・生態系・農業・沿

岸・健康・経済評価）の最新の研究結果をお伝えす

るべく、その第一線で活躍されている研究者の方々

からもご執筆頂きました。目次は以下の通りです。 

なお、2010 年の和文誌特集号として、Vol.15 No.1

「暮らしの中の土壌と土壌汚染」、Vol.15 No.2「窒
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素汚染と地球環境」の 2 号を準備しております。 

編集委員会では皆様からのご感想・ご意見をお待

ちしております。

 

－CONTENTS－ 

 

・ 序文：「地球温暖化－日本における影響の総合評価」発行にあたって 

・・・・三村信男・肱岡靖明 

・ 統合評価モデルを用いた日本を対象とした温暖化影響の総合評価 

   ・・・・肱岡靖明・高橋 潔・花崎直太・増冨祐司・原沢英夫 

・ 温暖化による洪水氾濫とその適応策 

             ・・・・風間 聡・佐藤 歩・川越清樹 

・ 温暖化に対する土砂災害の影響評価   ・・・・川越清樹・風間 聡 

・ 温暖化の日本産針葉樹 10 種の潜在生育域への影響予測 

       ・・・・田中信行・中園悦子・津山 幾太郎・松井哲哉 

・ 温暖化にともなうブナ林の適域の変化予測と影響評価 

・・・・松井哲哉・田中信行・八木橋 勉・小南裕志・津山 幾太郎・高橋 潔 

・ 地球温暖化と山地湿原            ・・・・・・・・・・・・・・大丸裕武・安田正次 

・ 温暖化が生物多様性と生態系に及ぼす影響       ・・・・・・・・・・・・・・・中静 透 

・ 温暖化が生物季節、分布、個体数に与える影響 

                 ・・・・・・・・・・・・樋口広芳・小池重人・繁田 真由美 

・ 気候変化がわが国におけるコメ収量変動に及ぼす影響の広域評価 

・・・・・・・・・・横沢正幸・飯泉 二之直・岡田将誌 

・ 温暖化が果樹生産に及ぼす影響と適応技術  ・・・・杉浦俊彦・杉浦裕義・阪本大輔・朝倉利員 

・ 地球温暖化が日本における家畜の生産性に及ぼす影響評価の現状と課題 

・・・・野中最子・小林洋介・樋口浩二・永西 修 

・ 地球温暖化の漁業および海洋生物への影響    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・高柳和史 

・ 三大湾および西日本における地球温暖化による高潮被害の予測  ・・・・・・・・・・・鈴木 武 

・ 気候変動に伴うわが国の大規模河川下流域の浸水氾濫リスクの将来予測 

・・・・横木裕宗・桑原祐史・塙 尚幸・郡司美佳・戸村達也・平山 歩・三村信男 

・ 温暖化による気候変動が地盤災害に及ぼす影響 

・・・・安原一哉・小峯秀雄・村上 哲・陳 光斉・三谷泰浩・田村 誠 

・ 熱ストレスの健康影響          ・・・・・・・・・・・・・・・・・・本田 靖・高橋 潔 

・ 地球温暖化と熱中症       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小野雅司 

・ 地球温暖化と大気汚染：光化学オキシダント濃度への影響と超過死亡リスク 

・・・・田中憲治・松本幸雄・佐々木 寛介・椿 貴博 

・ 感染症への地球温暖化影響    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・倉根一郎 

・ 干潟・ブナ林の生物多様性維持機能の経済評価：CVM によるアプローチ 

                        ・・・・大野栄治・林山泰久・森杉壽芳・中嶌一憲 

・ 地球温暖化による砂浜消失の経済評価：旅行費用法によるアプローチ 

・・・大野栄治・林山泰久・森杉壽芳・野原克仁 

・ 地球温暖化の影響のマクロ的経済評価の系譜と知見・・・・・・・・ 中嶌一憲・林山泰久・森杉壽芳 
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ASSOCIATION OF INTERNATIONAL RESEARCH INITIATIVES FOR 

ENVIRONMENTAL STUDIES 

 

  

 

 

 

 

10/2(金)：地球推進費担当課題のアドバイザリーボード

会合に出席（福岡） 

     室内環境学会役員会に出席 

10/4(日)：「感覚環境のまちづくりフォーラム in 静岡

市」開催支援（静岡） 

     ↑ ニュース記事掲載 

10/5(月)：地球推進費担当課題の勉強会に出席（東京） 

10/6(火)：地球推進費担当課題のアドバイザリーボード

会合に出席（東京） 

10/7(水)：地球推進費担当課題のアドバイザリーボード

会合に出席（札幌）  

10/13(火)：地球推進費担当課題のアドバイザリーボー

ド会合に出席（東京） 

     環境省にて打ち合わせ（技術推進費） 

10/14(水)：森林総合研究所公開シンポジウムに出席 

10/14(水),15(木):地球推進費担当課題のアドバイザリ

ーボード会合に出席（苫小牧） 

10/15(木)：地球推進費担当課題のシンポジウムに出席

（東京） 

地球推進費担当課題のアドバイザリーボー

ド会合に出席(愛媛),(茨城) 

公益法人セミナーに参加 

10/16(金): 会誌編集委員会を開催 

10/19(月)：地球推進費担当課題のアドバイザリーボー

ド会合に出席（東京） 

10/21(水)-23（金）：大気化学討論会に出席（つくば） 

          公衆衛生学会に出席（奈良） 

10/27(火):大気環境学会役員会に出席 

10/28(水)：地球推進費担当課題のアドバイザリーボー

ド会合に出席（東京） 

10/30(金)：地球推進費担当課題のアドバイザリーボー

ド会合に出席（東京） 

     環境省にて打ち合わせ（追跡評価業務） 

 

* 地球推進費：地球環境研究総合推進費 

技術推進費：環境研究・技術開発推進費 
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